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各県（行政区域）単位の施策から九州全体の産業構造を
踏まえた広域的な観点からの施策へと展開
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・各産業活動の基盤
・産業間連携に寄与
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九州各地域の産業ポテンシャル例
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を誘発

道州制を見据
えた広域的
産業連携の
加速推進

組織・地域の垣根を超えた新たな産学官連携事業の必要性

広域アプリケーション人材育成

九州地域の様々な基幹産業とＩＣＴとの結び付きを強化

地域の中長期的な発展とＩＣＴ

共通プラットフォーム デバイド解消
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ＪＧＮプロジェクトと九州ＩＣＴ地域連携
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大学等研究機関と地場産業との連携が少ない。
（関東都市圏との連携は数多く、また九州内に
おいても、行政エリアを超えた広域的連携は少
ない）

イベント、プロジェクト単位でのコミュニ
ティが個々に成立。（時限的、対象限定的で、
新たなプロジェクト創出、幅広いコミュニ
ティ形成力までに至らない）

従来の枠組み

大学等研究機関と地場産業等との広域的
（行政エリアを超え九州全体として）な
連携展開を支援。

イベント・プロジェクト単位ではなく、
九州地域における継続的で幅広い分野に
おけるＩＣＴ産学官連携コミュニティ
構築を支援。（広域連携活動の基盤）

新たな枠組み

専属的に取り組む体制（機能）なくしては実現困難

ＫＩＡＩ設立背景



！！組織・地域の垣根を超えた広域的な連携体制を構築組織・地域の垣根を超えた広域的な連携体制を構築

！！
広域的視野に基づくＩＣＴ推進事業の実施
各地域における情報化活動の広域的展開を支援
広域的視野に基づくＩＣＴ推進事業の実施
各地域における情報化活動の広域的展開を支援

Alliance

産業界 大 学

官公庁

各県ＩＣＴ
推進組織

地方自治体 Mission #1

九州の一体感を形成
情報流通を促進

Action

研究開発推進

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞﾊﾞｲﾄﾞ解消

ICT人材育成

産業活性化支援 リテラシー向上

広域かつ効率的に活動

Mission #2

形成されたコミュニティの中で情報共有化が促進され、形成されたコミュニティの中で情報共有化が促進され、
地域情報化活動の効率化・広域的展開の検討が加速地域情報化活動の効率化・広域的展開の検討が加速

広域事業の進展が、新たなコミュニケーション空間の場広域事業の進展が、新たなコミュニケーション空間の場
を創出、更なる地域間連携の拡大を推進を創出、更なる地域間連携の拡大を推進

九州情報通信連携推進協議会

九州内ＩＣＴ産学官組織３５団体により構成（平成19年10月設置）



・官公庁
・大学
・地域ＩＣＴ推進団体

調査研究事業

研究開発支援事業

啓発（リテラシー向上）事業

人材育成事業

その他事業（エコ推進等）

【地域情報化事業】

ＫＩＡＩ推進事業

広域連携展開事業

事業化支援事業

九州各地域

◆ＫＩＡＩ自らのＩＣＴ推進活動
［ＫＩＡＩ推進事業］

◆各地域の情報化活動の広域展開支援
［広域連携展開事業］

事業項目

ＫＩＡＩ活動スキーム



Ｏｕｔ
Ｐｕｔ

調査研究

社会実証型研究

広域連携ＰＪ推進

地域ＩＣＴ啓発・促進
人材育成

地域ＩＣＴ高度利活用

ＪＧＮ２plus
を活用した様々な
フィールド実験

九州地域自らが管理運営する
新たな広域ＩＣＴプラットフォーム構築

に向けての取り組みへと発展

ＫＩＡＩが目指す
大きな

活動目標

ＫＩＡＩ活動とＪＧＮ２ｐｌｕｓ



地域情報ハイウェイ等

地域情報ハイウェイ等 地域情報ハイウェイ等

地域情報ハイウェイ等

（１）広域的ネットワークシステムの構築
（２）広域的アプリケーションサービスの確立
（３）広域ＩＣＴプラットフォームの管理運営体制の確立

検討に際しては、ＮＩＣＴ九州リサーチセンターにおける
研究成果も取り入れ、従来技術だけでなく、新たな技術
アプローチも加えた課題解決を進め、新規性のある
システム提案としても取り組んでいく。

課題

ＪＧＮ２plus（各県相互接続テストベッドインフラ）

広域的ネットワークシステム

広域的アプリケーションサービス

●広域ＩＣＴプラットフォームの管理運営体制の確立 ●広域的アプリケーションサービスの確立
アプリケーション基盤技術検討
具体的サービスモデル企画

●広域的ネットワークシステムの構築
異種ネットワーク相互接続上での最適通信経路確立技術検討
劣悪ネットワーク環境下における情報伝達保障技術検討

九州広域ＩＣＴプラットフォーム モデル提案

九州リサーチセンター

九州広域ＩＣＴプラットフォーム調査検討



地域イントラ
（情報ハイウェイ）

地域イントラ
（情報ハイウェイ）

地域イントラ
（情報ハイウェイ）

地域イントラ
（情報ハイウェイ）

地域イントラ
（情報ハイウェイ）

地域イントラ
（情報ハイウェイ）

危機管理対応アプリ

危機管理対応アプリ

危機管理対応アプリ 危機管理対応アプリ

危機管理対応アプリ

危機管理対応アプリ

防災・防疫
等

危機管理情報に即応した
・九州各県相互接続の広域

ネットワークシステム
・各県共通のアプリケーション

プラットフォーム

ＫＩＡＩ－router

地域イントラ
（情報ハイウェイ）

大分県～宮崎県にて
（県境での）鳥インフル
エンザ発生を想定した
防疫情報の広域共有化

実験を実施予定

２０年度実験計画

【大分県】 【宮崎県】

九州広域ＩＣＴプラットフォーム構築に向けて

（大分県導入の）家畜
防疫マップシステムの

広域実証予定

危機管理対応アプリ



大分県

宮崎県

消毒ポイント

県境における複数地点での発生に伴う制限区域の重複
消毒ポイントの設定調整
制限区域縮小による再調整
出荷開始に伴う連絡
終息宣言
公式発表情報の統一

【実証試験シナリオ】

搬出制限区域

移動制限区域

×

×

×

×

×

×

県境

×

×

×

ＫＩＡＩ ２０年度実証実験イメージ１

鳥インフルエンザ
発生地点

×

地域情報ハイウェイ

地域情報ハイウェイ



×

○
携帯通信網

家畜衛生保健所

鳥インフルエンザ発生鶏舎

防疫員

現地調査

報告
資料作成
データ分析

現場片道平均
１時間以上

最寄出張所（地域イントラ有）

家畜衛生保健所
×

ＫＩＡＩ ２０年度実証実験イメージ２

地域情報ハイウェイ



若手研究者間の連携強化 九州全体のICT研究活性化
新たな産学官連携の加速 若手研究者の地元定着

若手研究者間の連携強化若手研究者間の連携強化 九州全体の九州全体のICTICT研究活性化研究活性化
新たな産学官連携の加速新たな産学官連携の加速 若手研究者の地元定着若手研究者の地元定着

共同研究・実験促進共同研究・実験促進
↓

ICTICT人材の育成人材の育成

連携連携

大学（院）生

共同開発・研究促進共同開発・研究促進
↓

産業活性化産業活性化

研究機関研究者

連携連携

リテラシー向上リテラシー向上
↓

新たなシーズの発掘新たなシーズの発掘

自治体の
ICT関連担当

連携連携

情報施策へ反映情報施策へ反映
↓

情報通信基盤整備促進情報通信基盤整備促進

企業若手
研究開発者

連携連携

ICTICTオープンスクールオープンスクール
（研究取組紹介・産学官関係者による幅広い意見交換・課題解決ワーキング実施等）

コミュニティ継続コミュニティ継続
↓

人材交流促進人材交流促進 共同研究・実験促進共同研究・実験促進
↓

研究開発環境整備研究開発環境整備

ＫＩＡＩ ＩＣＴオープンスクールについて

九州内の若手 ICT研究者を中心とし、組織の枠を超えた幅広い産学官コミュニティーの形成及び
人材育成を図っていくことを主目的に、毎年九州各県持ち回りで開催。

２０年度は佐賀県（神崎市）で、地域情報化課題解決に対するワーキング（ＰＢＬ形態）中心の
プログラムにて開催予定。（現在参加学生募集中）



大 学

地方自治体

産業界

地域ＩＣＴ推進団体

官公庁

産学官連携産学官連携
機能強化機能強化

参画メンバー参画メンバー
拡大拡大

取り組み事業取り組み事業
拡大拡大

組織体制組織体制
強化強化

（ﾘｿｰｽ集約）（ﾘｿｰｽ集約）

社会的地位向上社会的地位向上 社会的信頼度向上社会的信頼度向上

永続的活動が永続的活動が
可能な組織へと発展可能な組織へと発展

【【法人化法人化】】

ＫＩＡＩ将来構想



ご清聴ありがとうございました


